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本日、ここに、令和４年第４回羽咋市議会定例会が開かれるに

あたり、提出議案の大要と当面する諸課題への取り組みについて、 

ご説明いたします。 

 

 はじめに、新型コロナウイルスワクチン接種について、ご説明

いたします。 

 本市のワクチン接種につきましては、５月末現在で、２回目接

種者のおよそ８５パーセントの方が３回目の接種を済ませていま

す。 

 今月から始める４回目接種は、３回目接種から５か月以上経過

している６０歳以上の方や、１８歳以上で基礎疾患を有する方が

対象となります。 

 ６０歳以上の方につきましては、明日６月７日から順次接種券

を送付いたします。また、６月１０日の市内配布において、全世

帯にチラシを配布し、４回目接種についてお知らせした上で、基

礎疾患を有する方には、申請により、接種券を送付いたします。 

 今後も関係医療機関と調整しながら、希望する対象者が速やか

に接種できる体制整備に努めていきます。 

 

 次に、地域経済の活性化対策について、ご説明いたします。 

 まず、新型コロナウイルス感染症の影響により停滞している 

地域経済の活性化策として、２０パーセントのプレミアム付き 

ＵＦＯ商品券を発行することで、市内における消費を促していき
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ます。 

 発行総額４億２千万円で、４月１５日から応募を開始し、５月

９日に締め切りましたが、予定数を超える申し込みがあったこと

から、多くの市民の皆さまにご活用いただけるよう予算を増額し

て対応していきます。 

 

 また、観光振興の支援策として、６月３日から１０月３０日ま

での期間において、市内に宿泊したすべての宿泊者に対し、 

３千円分のＵＦＯ商品券を進呈し、観光産業の基幹である宿泊施

設の利用を促進するとともに、市内での消費拡大につなげていき

ます。 

 石川県の県民向け県内旅行応援事業が６月末で終了となります

が、多くの方に訪れていただけるよう、切れ目なく観光振興に対

する支援を継続していきます。新聞広告なども積極的に活用しな

がら、都市部へも魅力を発信したいと考えています。 

 

 次に、バイクイベントのＳＳＴＲについて、ご説明いたします。 

 ＳＳＴＲにつきましては、今年で開催１０周年の節目を迎えま

した。 

 感染症対策を工夫しながら、今年は５月２１日から２９日まで

の９日間の分散型開催として、およそ９千人のライダーがお越し

になりました。１０月にはプレミアムＳＳＴＲも 予定されてお

り、合わせて１万人が本市を訪れることになり、ＳＳＴＲは能登
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全体に波及する一大イベントとなりました。 

 本市といたしましても、千里浜なぎさドライブウェイのＰＲと

なる大きなイベントとして、全国から多くのライダーに訪れてい

ただける絶好の機会です。ＳＳＴＲ応援事業実行委員会を中心に、

市全体で参加者への「おもてなし」を展開しながら、イベント終

了後も、引き続きお越しいただけるよう積極的に支援していきま

す。 

 

 次に、羽咋まつりについて、ご説明いたします。 

 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、これまで２年間、

開催が見送られてきました。各地でさまざまなイベントが開催さ

れていることや、固有の文化である「はまぐり音頭」を継承し、

市内を活気づけ、盛り上げていくためにも、感染症対策を十分に

行いながら、３年ぶりに開催することになりました。 

 開催は、８月２０日の土曜日を予定していますが、具体的な内

容につきましては、今後、羽咋まつり実行委員会で検討しながら

進めていきます。従来の形式にとらわれない柔軟な取り組みとす

ることで、感染症対策と市内の活性化につなげながら、より多く

の市民に楽しんでいただけるイベントにしたいと考えています。 

 

次に、スマートシティ推進について、ご説明いたします。 

４月１日付けで、母子健康手帳アプリにデジタル予診票を用い

る予防接種事業 ５６７万６千円と、町会回覧板デジタル化事業 
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１，４７９万９千円の２事業が、内閣府のデジタル田園都市国家

構想推進交付金の対象として採択されました。 

いずれの事業も、官民連携でデジタル化を実装していくことで、

市民の利便性向上につなげることを目的としており、スマートシ

ティ化に向け、重要な切り口になると考えています。 

今後も、有利な交付金を活用しながら、スマートシティ推進に

取り組んでいきます。 

 

 次に、羽咋駅周辺整備について、ご説明いたします。 

 市民に現段階の設計案をお示しするため、３月下旬に駅周辺整

備イメージチラシを全世帯に配布いたしました。 

 （仮称）賑わい交流拠点施設につきましては、高い環境性能や、

今般の物価高などを踏まえた設計を進めており、これらに先行し、

造成工事に着手しているところです。 

 周遊連絡道路につきましては、事業に必要な用地を既に先行取

得しており、市道稲荷橋・左岸側の橋台と市施工分の護岸整備は

６月末に完了する予定です。旧国道４１５号から市道稲荷橋まで

の区間の道路基盤整備は、８月中旬の完了を見込んでいます。 

 都市計画道路・川原町線ならびに二級河川長者川の用地確保に

つきましては、地権者や地元町会からご協力をいただき、順調に

交渉が進んでおり、現在、取得率は９４パーセントです。 

また、３月下旬から消雪井戸工事に着手しています。 

 石川県の事業である長者川の整備につきましては、市道稲荷橋
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から八幡橋までの左岸側の護岸工事が完了しています。今年度は

右岸側の護岸工事を実施する予定であり、これに併せて市施工分

の護岸および橋台工事を実施していきます。 

 

 次に、千里浜インターチェンジ周辺の土地利用について、ご説

明いたします。 

 住宅用地につきましては、分譲地と道路整備の詳細設計を終え、

今後、千里浜町の住民や地権者を対象とした工事説明会を実施し、

７月頃から樹木の伐採、９月頃から分譲地２４区画の造成工事と

道路整備に着手する予定です。 

 整備に伴い必要となる排水対策につきましては、現在、石川県

と協議を進め、県道側へ排水する計画としています。既存住宅地

の排水対策につきましては、都市下水路の負担を軽減するため、

令和５年度以降に調整池を整備する予定としています。 

 また、商業用地につきましては、県道若部千里浜インター線 

沿道の土地活用に向けて、２回目のサウンディング型市場調査を

２月から３月にかけて実施しました。４者の民間事業者から参加

申し込みがあり、４月１９日に調査結果を公表したところです。 

調査での意見を参考に、公募対象施設などの検討を始める予定

でしたが、長引く新型コロナウイルス感染症の影響により、観光

業などの今後の見通しが不透明であることや、市場回復にさらな

る時間を要することが見込まれることから、今後の社会情勢を鑑

み、公募時期を検討していきます。 
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次に、眉丈台地自然緑地公園について、ご説明いたします。 

公園をより魅力ある、にぎわい空間とするために必要な、公園

整備や管理運営方法について、民間参入の可能性や事業アイデア

を調査・把握するためのサウンディング型市場調査を実施し、 

５月１０日に調査結果を公表しました。 

調査では幅広い意見や提案がありましたが、実現可能な事業要

件を精査するため、再度サウンディング型市場調査による民間事

業者との個別対話を実施し、改めて民間事業者の創意工夫を発揮

できる事業条件について、検討していきます。 

 

次に、邑知小学校と余喜小学校の統合について、ご説明いたし

ます。 

昨年１２月に行われた、余喜小学校のＰＴＡ主体による保護者

アンケートで、９４パーセントの方が統合に賛同したことを受け、

余喜地区および邑知地区の町会長会、邑知小学校のＰＴＡ役員や

保護者に対し統合の合意に努めてきました。 

４月２０日に「統合に向けての余喜地区住民説明会」を開催し

たところ、特に異論はなく、概ね統合の合意を得ることができま

した。 

その後、５月１３日に「邑知小学校・余喜小学校統合協議会」

の第１回の会議を開催し、校舎は邑知小学校を使う「編入統合」

であること、今年度末で余喜小学校を閉校し、令和５年４月１日

に統合することを確認しています。 
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協議会は、邑知・余喜の両地区から、見識者、町会長、ＰＴＡ

代表や校長など、学校関係者を含む１６人の委員で構成し、「総

務」「通学・ＰＴＡ」「学校教育」「事務」の４つの専門部会を設け

ました。「総務部会」では統合校の名称、校章、校歌、制服など、

「通学・ＰＴＡ部会」では通学体制やＰＴＡの組織運営に関する

ことなどを検討いたします。 

なお、閉校後の余喜小学校の校舎は、地元の方々と一緒に協議

しながら利活用を検討していきます。 

 

次に、「ＪＡＬチャーターフライトによる修学旅行事業」につ

いてご説明いたします。 

５月１１日に、日本航空株式会社および本市と包括連携協定を

締結している株式会社日本旅行の協力のもと、市内の中学生を対

象とし、小松空港発着のチャーターフライトによる、ふるさと教

育を実施しました。 

搭乗した生徒２０５人は、通常の定期便フライトでは飛行する

ことがない地上１，２００メートルの低空から、本市の町並みを

見ることができたほか、英語による機内アナウンスなどのキャリ

ア教育も体験しました。 

また、このフライトに先立ち、邑知中学校の生徒が考案した「も

なか」を空港内で配布するなど、本市のＰＲにも取り組みました。 
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次に、マイナンバーカードの取得率の向上について、ご説明い

たします。 

本市における申請率につきましては、５月２２日現在で、 

４５．７パーセントとなっています。 

 マイナンバーカードの普及促進を図るため、市の職員が各町に

出向き、出張申請をしています。職員が申請方法を分かりやすく

説明し、お手伝いをするもので、広く利用していただきたく、周

知に努めているところです。 

 なお、今年度から、この事業を利用した方には、２千円分の 

ＵＦＯ商品券を進呈しています。 

 

次に、昨年１１月から開始した介護予防ポイント事業について、

ご説明いたします。 

本事業は、地域のボランティア活動や介護予防活動に参加する

ことで健康を維持し、閉じこもりを防ぐことを目的としています。 

３月までの５か月間で２７７件の申請がありました。 

ポイントの付与状況としましては、筋力トレーニング教室や地

域の住民主体による通いの場が６０パーセント、老人福祉センタ

ー利用が３０パーセント、地域サロンや第２層生活支援協議体が

１０パーセントとなっています。 

また、今年度から１００ポイント貯まった場合、千円分の 

ＵＦＯポイントまたはＵＦＯ商品券のどちらかと交換できるよう

にしました。さらに７月からは、対象となる活動を拡大していく
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予定です。 

 

次に、地域包括ケアシステムの推進について、ご説明いたしま

す。 

第２層生活支援協議体の設立状況につきましては、令和３年度

に、粟ノ保と余喜地区の２カ所で新たに設立され、一ノ宮、柴垣

町、千里浜、鹿島路、越路野地区と合わせて７カ所となり、地域

の課題や必要なサービスなどの検討を行っています。 

また、各町会では、粗大ゴミの搬出支援や除雪、除草、電球交

換などの日常の支援のほか、通いの場への送迎、医療機関への  

受診支援など状況に応じた活動が展開されています。 

 

 次に、太陽光発電施設の対策について、ご説明いたします。 

 ５月２０日に、環境審議会を開催し、「住居地域における小規

模太陽光発電設備の設置に関する対策」について諮問いたしまし

た。 

 審議会では、オブザーバーとして経済産業省中部経済産業局の

職員に参加いただき、太陽光発電をはじめとする再生可能エネル

ギーをめぐる現状や、国の方針について説明していただきました。 

 また、本市の現状や課題について説明をし、意見交換を行いま

した。 

 再生可能エネルギーは、環境への負荷軽減を実現しつつ、長期

にわたり安全安心、安定的な供給をしていくことが重要であると
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同時に、周辺環境への配慮が懸念されています。 

 引き続き、審議会委員の皆さまからご意見を伺いながら、今後

の対策を検討していきます。 

 

次に、水防計画について、ご説明いたします。 

今年度は、書面による羽咋市水防会議において承認していただ

いており、関係機関および地域住民と連携し、水防対策に万全を

期していきます。 

 

次に、羽咋市公共施設等総合管理計画の改訂について、ご説明

いたします。 

本計画は、公共建築物及びインフラ資産について、長寿命化や

統廃合を進めることで、財政負担の軽減と平準化を図りながら、

公共施設などの最適な配置を実現していくための基本的な方針を

まとめたものです。 

国の指針の変更を受け、３月に行った改訂では、公共建築物の

更新等の費用は、長寿命化対策を計画的に行うことなどにより、

当初の計画よりも４０年間で１９７億５千万円の縮減を図ること

ができる試算となりました。 

今後は、施設保有量の縮減に取り組むとともに、維持すべき 

公共建築物やインフラ資産など、施設の更新費用の縮減、平準化

を図っていきます。 
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次に、投票区の見直しについて、ご報告いたします。 

 昨年度、選挙管理委員会において投票区の見直しが協議され、

邑知地区の５つの投票区を２つに統合し、これまで１５投票区で

あったものを１２投票区とすることとなりました。 

 ７月執行予定の参議院議員通常選挙から実施予定であり、統合

となる邑知地区の住民の皆さまには、ご理解とご協力をお願いい

たします。 

 

以上申し述べまして、提出案件の説明に入ります。 

今議会に提出いたしました案件は、予算案１件、条例案４件、

その他４件、報告３件の合計１２件です。 

 

議案第２７号 令和４年度羽咋市一般会計補正予算第２号に

ついて、ご説明いたします。 

今回の補正のうち、歳出の主な内容は、道整備交付金事業の交

付金内示額確定に伴う工事請負費の増額のほか、子宮頸がん予防

ワクチンの積極的な勧奨の差し控えにより、接種機会を逃した方

に対し、接種機会を確保するキャッチアップ接種の実施やプレミ

アム付きＵＦＯ商品券の追加発行にかかる増額、宝くじコミュニ

ティ助成事業にかかる追加補正などを計上しました。 

歳入では、各事業の増額に伴う国庫支出金などを計上し、不足

分は、財政調整基金からの繰入金により収支の均衡を図った次第

です。 
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これにより、歳入歳出それぞれ、６，５０９万５千円を追加し，

予算総額を１２７億３，２３９万５千円に定めようとするもので

す。 

 

議案第２８号 羽咋市議会議員及び羽咋市長の選挙における

選挙運動用自動車の使用の公営に関する条例の一部改正、 

議案第２９号 羽咋市議会議員及び羽咋市長の選挙における

選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例の一部改正、 

および議案第３０号 羽咋市議会議員及び羽咋市長の選挙に

おける選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一部改正につ

きましては、公職選挙法施行令の改正に伴う選挙運動の公費負担

額の改定について、所要の改正を行うものです。 

 

議案第３１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部改正につきましては、期日前投票所の投

票管理者および投票立会人の報酬について、日額を執務時間に応

じて時間制で支払うことについて、所要の改正を行うものです。 

 

議案第３２号 財産の取得につきましては、千里浜インターチ

ェンジ周辺の宅地造成にあたり、羽咋市土地開発公社所有の土地 

７，８８２.４平方メートルを２，３８１万５，５８４円で取得し

ようとするものであり、地方自治法および羽咋市市有財産条例の

規定により、議会の議決をお願いするものです。 
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議案第３３号 損害賠償額の決定につきましては、市道の通行

に支障の恐れがあった民有地の樹木を、誤認により土地管理者で

ないものに対し伐採させたことによる損害賠償額について、地方

自治法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものです。 

 

議案第３４号 市道路線の認定につきましては、島出町の２路

線を認定するため、道路法の規定に基づき、議会の議決をお願い

するものです。 

 

議案第３５号 財産の取得につきましては、凍結防止剤散布車

１台の購入契約について、予定価格が２千万円以上でありました

ので、地方自治法および羽咋市市有財産条例の規定に基づき、契

約の締結について議会の議決をお願いするものです。 

 

 報告第１６号 令和３年度羽咋市一般会計予算繰越明許費繰越

計算書につきましては、令和３年度予算の一部を令和４年度に繰

り越したことについて、地方自治法施行令の規定により報告する

ものです。 

 

 報告第１７号 「業務委託契約の締結について」の一部変更の

報告につきましては、令和４年第２回羽咋市議会定例会において、

契約の締結を報告した（仮称）羽咋駅周辺賑わい交流拠点実施設

計業務委託に関し、契約期間を延長したので、議決議件に該当し
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ない契約及び財産の処分についての報告に関する条例の規定によ

り報告するものです。 

 

 報告第１８号 法人の経営状況の報告につきましては、羽咋市

土地開発公社の経営状況について、地方自治法の規定により報告

するものです。 

 

 

以上をもちまして、提出いたしました全案件の説明を終わりま

す。詳細につきましては、質疑、質問あるいは各常任委員会にお

いて、ご説明いたします。 

 

何とぞ、よろしくご審議の上、適切なるご決議を賜りますよう

お願いいたします。 


